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(57)【要約】
　靴が、ソール、アッパー、及びウェルトを含んでいる
。ソール及びアッパーはシームを規定している。ウェル
トはシームの上に重なっている。ソールは、屈曲性の溝
を含んでいる。アッパーは穴を含んでいる。ウェルトは
屈曲性のスリットを含んでいる。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　靴であって、
　ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソールヒール端部表面、
及びソールトー端部表面を備えているソールであって、前記ソール底部表面が、前記ソー
ル側方部側表面から前記ソール中間部側表面に横断方向に延び、前記ソール側方部側表面
及び前記ソール中間部側表面が、前記ソール底部表面から上方に延び、前記ソールが、前
記ソールヒール端部表面から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソールが、
ソールヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及
びソールトー領域を含み、前記ソールヒール領域が、前記ソールヒール端部表面から前記
ソールミッドフット領域に長手方向に延び、前記ソールミッドフット領域が、前記ソール
ヒール領域から前記ソール中足骨領域に長手方向に延び、前記ソール中足骨領域が、前記
ソールミッドフット領域から前記ソール拇指球領域に延び、前記ソール拇指球領域が、前
記ソール中足骨領域から前記ソールトー領域に長手方向に延び、前記ソールトー領域が、
前記ソール拇指球領域から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソール拇指球
領域が、ソール中間部拇指球領域及びソール側方部拇指球領域を含んでいる、前記ソール
と、
　機能可能に前記ソールに固定されているアッパーであって、前記アッパーが、アッパー
ヒール領域、アッパー側方部ミッドフット領域、アッパー中間部ミッドフット領域、アッ
パー中足骨領域、アッパー側方部拇指球領域、アッパー中間部拇指球領域、及びアッパー
トー領域を備えており、前記アッパー中足骨領域が、アッパー側方部中足骨領域及びアッ
パー中間部中足骨領域を含み、前記アッパーが、アッパー側方部側領域及びアッパー中間
部側領域を有し、前記アッパー側方部側領域が、前記アッパー側方部ミッドフット領域、
前記アッパー側方部中足骨領域、及び前記アッパー側方部拇指球領域を含み、前記アッパ
ー中間部側領域が、前記アッパー中間部ミッドフット領域、前記アッパー中間部中足骨領
域、及び前記アッパー中間部拇指球領域を含む、前記アッパーと、
　ウェルトと、を備え、
　前記ソールと前記アッパーとが共同してシームを確定し、前記シームが、シームヒール
領域、シーム側方部ミッドフット領域、シーム側方部中足骨領域、シーム側方部拇指球領
域、シームトー領域、シーム中間部拇指球領域、シーム中間部中足骨領域、及びシーム中
間部ミッドフット領域を有し、前記シームヒール領域が、前記シーム中間部ミッドフット
領域から前記シーム側方部ミッドフット領域に延び、前記シーム側方部ミッドフット領域
が、前記シームヒール領域から前記シーム側方部中足骨領域に延び、前記シーム側方部中
足骨領域が、前記シームミッドフット領域から前記シーム側方部拇指球領域に延び、前記
シーム側方部拇指球領域が、前記シーム側方部中足骨領域から前記シームトー領域に延び
、前記シームトー領域が、前記シーム側方部拇指球領域から前記シーム中間部拇指球領域
に延び、前記シーム中間部拇指球領域が、前記シームトー領域から前記シーム中間部中足
骨領域に延び、前記シーム中間部中足骨領域が、前記シーム中間部拇指球領域から前記シ
ーム中間部ミッドフット領域に延び、前記シーム中間部ミッドフット領域が、前記シーム
中間部中足骨領域から前記シームヒール領域に延び、
　前記ウェルトが、前記ソールから分離するとともに、前記アッパーから分離している少
なくとも１つのピースを備え、前記ウェルトが、前記ソールと前記アッパーとの少なくと
も一方に固定されており、前記ウェルトが、前記シーム側方部側領域の少なくとも一部と
、前記シーム中間部側領域の少なくとも一部とをカバーし、
　前記ソールが、前記ソール底部表面内の第１の複数の屈曲性の溝を含み、前記第１の複
数の屈曲性の溝が、前記ソール中間部側表面から前記ソール側方部側表面に横断方向に延
び、
　前記ウェルトが第１の複数のウェルトスリットを含み、前記第１の複数のウェルトスリ
ットの少なくともいくつかの前記ウェルトスリットが、前記第１の複数の屈曲性の溝の少
なくともいくつかの前記屈曲性の溝と隣接している、前記靴。
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【請求項２】
　前記第１の複数のウェルトスリットの少なくともいくつかの前記スリットが、それぞれ
前記第１の複数の屈曲性の溝の対応する溝と整列している、請求項１に記載の靴。
【請求項３】
　前記ソールが、前記ソール底部表面の第２の複数の屈曲性の溝をさらに含み、前記ウェ
ルトが、第２の複数のウェルトスリットをさらに含み、前記第２の複数の屈曲性の溝が、
前記ソール側方部側表面から前記ソール中間部側表面に向かって横断方向に延び、前記第
２の複数のウェルトスリットの少なくともいくつかの前記スリットが、前記第２の複数の
屈曲性の溝の少なくともいくつかの溝と隣接している、請求項１に記載の靴。
【請求項４】
　前記第１の複数の屈曲性の溝の少なくともいくつかの溝が、前記ソール中間部拇指球領
域にあり、前記第２の複数の屈曲性の溝の少なくともいくつかの溝が、前記ソール側方部
拇指球領域にある、請求項３に記載の靴。
【請求項５】
　前記ソールが、前記ソール底部表面に第３の複数の屈曲性の溝をさらに含み、前記第３
の複数の屈曲性の溝が、前記ソール側方部側表面と前記ソール中間部側表面との間に横断
方向に延び、前記第３の複数の屈曲性の溝の各々が、前記ソール中間部側表面から横断方
向に離間しているとともに、前記ソール側方部側表面から横断方向に離間している、請求
項４に記載の靴。
【請求項６】
　前記第１の複数の屈曲性の溝の各々が、前記第２の複数の屈曲性の溝の対応する溝と整
列するとともに、横断方向に離間している、請求項５に記載の靴。
【請求項７】
　前記第１の複数の屈曲性の溝の１つ、及び、前記第２の複数の屈曲性の溝の１つが、長
手方向において、前記第３の複数の屈曲性の溝の隣接する各対間にある、請求項６に記載
の靴。
【請求項８】
　前記ソールが、前記ソール底部表面に長手方向の屈曲性の溝をさらに含み、前記長手方
向の屈曲性の溝が、前記ソールヒール端部表面と前記ソールトー端部表面との間で長手方
向に延びている、請求項７に記載の靴。
【請求項９】
　前記第１の複数の屈曲性の溝の各々が、前記長手方向の屈曲性の溝から横断方向に離間
しており、前記第２の複数のソールの屈曲性の溝の各々が、前記長手方向の屈曲性の溝か
ら横断方向に離間している、請求項８に記載の靴。
【請求項１０】
　前記長手方向の屈曲性の溝が、前記第３の複数の屈曲性の溝の各々と交差している、請
求項９に記載の靴。
【請求項１１】
　前記ウェルトが、単一の一体の部材で構成されている、請求項１に記載の靴。
【請求項１２】
　靴であって、
　ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソールヒール端部表面、
及びソールトー端部表面を備えているソールであって、前記ソール底部表面が、前記ソー
ル側方部側表面から前記ソール中間部側表面に横断方向に延び、前記ソール側方部側表面
及び前記ソール中間部側表面が、前記ソール底部表面から上方に延び、前記ソールが、前
記ソールヒール端部表面から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソールが、
ソールヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及
びソールトー領域を含み、前記ソールヒール領域が、前記ソールヒール端部表面から前記
ソールミッドフット領域に長手方向に延び、前記ソールミッドフット領域が、前記ソール
ヒール領域から前記ソール中足骨領域に長手方向に延び、前記ソール中足骨領域が、前記
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ソールミッドフット領域から前記ソール拇指球領域に延び、前記ソール拇指球領域が、前
記ソール中足骨領域から前記ソールトー領域に長手方向に延び、前記ソールトー領域が、
前記ソール拇指球領域から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソール拇指球
領域が、ソール中間部拇指球領域及びソール側方部拇指球領域を含んでいる、前記ソール
と、
　機能可能に前記ソールに固定されているアッパーであって、前記アッパーが、アッパー
ヒール領域、アッパー側方部ミッドフット領域、アッパー中間部ミッドフット領域、アッ
パー中足骨領域、アッパー側方部拇指球領域、アッパー中間部拇指球領域、及びアッパー
トー領域を備えており、前記アッパー中足骨領域が、アッパー側方部中足骨領域及びアッ
パー中間部中足骨領域を含み、前記アッパーが、アッパー側方部側領域及びアッパー中間
部側領域を有し、前記アッパー側方部側領域が、前記アッパー側方部ミッドフット領域、
前記アッパー側方部中足骨領域、及び前記アッパー側方部拇指球領域を含み、前記アッパ
ー中間部側領域が、前記アッパー中間部ミッドフット領域、前記アッパー中間部中足骨領
域、及び前記アッパー中間部拇指球領域を含む、前記アッパーと、
　ウェルトと、を備え、
　前記ソールと前記アッパーとが共同してシームを確定し、前記シームが、シームヒール
領域、シーム側方部ミッドフット領域、シーム側方部中足骨領域、シーム側方部拇指球領
域、シームトー領域、シーム中間部拇指球領域、シーム中間部中足骨領域、及びシーム中
間部ミッドフット領域を有し、前記シームヒール領域が、前記シーム中間部ミッドフット
領域から前記シーム側方部ミッドフット領域に延び、前記シーム側方部ミッドフット領域
が、前記シームヒール領域から前記シーム側方部中足骨領域に延び、前記シーム側方部中
足骨領域が、前記シームミッドフット領域から前記シーム側方部拇指球領域に延び、前記
シーム側方部拇指球領域が、前記シーム側方部中足骨領域から前記シームトー領域に延び
、前記シームトー領域が、前記シーム側方部拇指球領域から前記シーム中間部拇指球領域
に延び、前記シーム中間部拇指球領域が、前記シームトー領域から前記シーム中間部中足
骨領域に延び、前記シーム中間部中足骨領域が、前記シーム中間部拇指球領域から前記シ
ーム中間部ミッドフット領域に延び、前記シーム中間部ミッドフット領域が、前記シーム
中間部中足骨領域から前記シームヒール領域に延び、
　前記ウェルトが、ウェルトヒール領域、ウェルト側方部ミッドフット領域、ウェルト側
方部中足骨領域、ウェルト側方部拇指球領域、ウェルトトー領域、ウェルト中間部拇指球
領域、ウェルト中間部中足骨領域、及びウェルト中間部ミッドフット領域を有し、前記ウ
ェルトヒール領域が、前記ウェルト中間部ミッドフット領域から前記ウェルト側方部ミッ
ドフット領域に延びるとともに、前記シームヒール領域をカバーし、前記ウェルト側方部
ミッドフット領域が、前記ウェルトヒール領域から前記ウェルト側方部中足骨領域に延び
るとともに、前記シーム側方部ミッドフット領域をカバーし、前記ウェルト側方部中足骨
領域が前記ウェルト側方部ミッドフット領域から前記ウェルト側方部拇指球領域に延びる
とともに、前記シーム側方部中足骨領域をカバーし、前記ウェルト側方部拇指球領域が、
前記ウェルト側方部中足骨領域から前記ウェルトトー領域に延びるとともに、前記シーム
側方部拇指球領域をカバーし、前記ウェルトトー領域が、前記ウェルト側方部拇指球領域
から前記ウェルト中間部拇指球領域に延びるとともに、前記シームトー領域をカバーし、
前記ウェルト中間部拇指球領域が、前記ウェルトトー領域から前記ウェルト中間部中足骨
領域に延びるとともに、前記シーム中間部拇指球領域をカバーし、前記ウェルト中間部中
足骨領域が、前記ウェルト中間部拇指球領域から前記ウェルト中間部ミッドフット領域に
延びるとともに、前記シーム中間部中足骨領域をカバーし、前記ウェルト中間部ミッドフ
ット領域が、前記ウェルト中間部中足骨領域から前記ウェルトヒール領域に延びるととも
に、前記シーム中間部ミッドフット領域をカバーし、前記ウェルトが、ウェルト頂部表面
、ウェルト底部表面、前記ウェルト頂部表面から前記底部表面に向かって延びる第１の複
数のウェルトスリット、及び、前記ウェルト頂部表面から前記ウェルト底部表面に向かっ
て延びる第２の複数のウェルトスリットを含み、前記第１の複数のウェルトスリットの少
なくともいくつかが、前記ウェルト中間部拇指球領域にあり、前記第２の複数のウェルト



(5) JP 2019-506213 A 2019.3.7

10

20

30

40

50

スリットの少なくともいくつかが、前記ウェルト側方部拇指球領域にある、前記靴。
【請求項１３】
　前記ウェルトヒール領域がウェルトスリットを有していない、請求項１２に記載の靴。
【請求項１４】
　前記ウェルト側方部ミッドフット領域及び前記ウェルト中間部ミッドフット領域が、ウ
ェルトスリットを有していない、請求項１２に記載の靴。
【請求項１５】
　前記ウェルトトー領域がウェルトスリットを有していない、請求項１２に記載の靴。
【請求項１６】
　靴であって、
　ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソールヒール端部表面、
及びソールトー端部表面を備えているソールであって、前記ソール底部表面が、前記ソー
ル側方部側表面から前記ソール中間部側表面に横断方向に延び、前記ソール側方部側表面
及び前記ソール中間部側表面が、前記ソール底部表面から上方に延び、前記ソールが、前
記ソールヒール端部表面から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソールが、
ソールヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及
びソールトー領域を含み、前記ソールヒール領域が、前記ソールヒール端部表面から前記
ソールミッドフット領域に長手方向に延び、前記ソールミッドフット領域が、前記ソール
ヒール領域から前記ソール中足骨領域に長手方向に延び、前記ソール中足骨領域が、前記
ソールミッドフット領域から前記ソール拇指球領域に延び、前記ソール拇指球領域が、前
記ソール中足骨領域から前記ソールトー領域に長手方向に延び、前記ソールトー領域が、
前記ソール拇指球領域から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソール拇指球
領域が、ソール中間部拇指球領域及びソール側方部拇指球領域を含んでいる、前記ソール
と、
　機能可能に前記ソールに固定されているアッパーであって、前記アッパーがアッパー外
側層を備え、前記アッパー外側層が、外側層ヒール領域、外側層側方部ミッドフット領域
、外側層中間部ミッドフット領域、外側層中足骨領域、外側層側方部拇指球領域、外側層
中間部拇指球領域、及び外側層トー領域を備え、前記外側層中足骨領域が、外側層側方部
中足骨領域及び外側層中間部中足骨領域を含み、前記外側層が、外側層側方部側領域及び
外側層中間部側領域を有し、前記外側層側方部側領域が、前記外側層側方部ミッドフット
領域、前記外側層側方部中足骨領域、及び前記外側層側方部拇指球領域を含み、前記外側
層中間部側領域が、前記外側層中間部ミッドフット領域、前記外側層中間部中足骨領域、
及び前記外側層中間部拇指球領域を含み、前記外側層が革製であり、前記外側層が複数の
貫通穴を含み、前記複数の穴の前記穴の各々が、穴の長さ及び穴の幅を有し、前記穴の幅
が、前記靴の長手方向に延び、前記靴の前記長手方向が、概して、前記ソールヒール端部
表面に向かうとともに、前記ソールトー端部表面から離れるように延びる方向であり、前
記穴の長さが、前記靴の前記長手方向に対してほぼ垂直な方向に延びており、前記穴の長
さが、前記穴の幅よりも長い、前記アッパーと、を備えた前記靴。
【請求項１７】
　前記穴の長さが、前記穴の幅の少なくとも２倍の長さである、請求項１６に記載の靴。
【請求項１８】
　前記複数の穴の各々が、前記複数の穴の別の穴からある距離だけ離間しており、前記距
離が、前記複数の穴の長さの２倍より短い、請求項１７に記載の靴。
【請求項１９】
　前記複数の穴の前記穴の各々が、前記複数の穴の別の穴からある距離だけ離間しており
、前記距離が、前記複数の穴の長さより短い、請求項１７に記載の靴。
【請求項２０】
　前記複数の穴の各々が、前記複数の穴の別の穴からある距離だけ離間しており、前記距
離が、前記複数の穴の長さの２倍より短い、請求項１６に記載の靴。
【請求項２１】
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　前記複数の穴の各々が、前記複数の穴の別の穴からある距離だけ離間しており、前記距
離が、前記複数の穴の長さより短い、請求項１６に記載の靴。
【請求項２２】
　前記複数の穴が、前記外側層中足骨領域にある、請求項２１に記載の靴。
【請求項２３】
　前記アッパーが、アッパー内側層をさらに備え、前記アッパー内側層が、内側層中足骨
領域、内側層側方部拇指球領域、内側層中間部拇指球領域、及び内側層トー領域を備え、
前記内側層中足骨領域が、内側層側方部中足骨領域及び内側層中間部中足骨領域を含み、
前記内側層が、内側層側方部側領域及び内側層中間部側領域を有し、前記アッパー外側層
が、前記アッパー内側層の上に重なっており、それにより、前記アッパー内側層が、前記
アッパー外側層の前記複数の穴の少なくともいくつかを通して可視であるようになってお
り、前記アッパー内側層が、テキスタイル材料製である、請求項１６に記載の靴。
【請求項２４】
　前記アッパー内側層が吸湿性織物から成るものである、請求項２３に記載の靴。
【請求項２５】
　前記吸湿性織物がスパンデックスを備えている、請求項２４に記載の靴。
【請求項２６】
　靴であって、
　ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソールヒール端部表面、
及びソールトー端部表面を備えているソールであって、前記ソール底部表面が、前記ソー
ル側方部側表面から前記ソール中間部側表面に横断方向に延び、前記ソール側方部側表面
及び前記ソール中間部側表面が、前記ソール底部表面から上方に延び、前記ソールが、前
記ソールヒール端部表面から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソールが、
ソールヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及
びソールトー領域を含み、前記ソールヒール領域が、前記ソールヒール端部表面から前記
ソールミッドフット領域に長手方向に延び、前記ソールミッドフット領域が、前記ソール
ヒール領域から前記ソール中足骨領域に長手方向に延び、前記ソール中足骨領域が、前記
ソールミッドフット領域から前記ソール拇指球領域に延び、前記ソール拇指球領域が、前
記ソール中足骨領域から前記ソールトー領域に長手方向に延び、前記ソールトー領域が、
前記ソール拇指球領域から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソール拇指球
領域が、ソール中間部拇指球領域及びソール側方部拇指球領域を含み、前記ソールが、前
記ソール底部表面内の第１の複数の屈曲性の溝を含み、前記第１の複数の屈曲性の溝が、
前記ソール中間部側表面から前記ソール側方部側表面に横断方向に延びる、前記ソールと
、
　機能可能に前記ソールに固定されているアッパーであって、前記アッパーがアッパー外
側層を備え、前記アッパー外側層が、外側層ヒール領域、外側層側方部ミッドフット領域
、外側層中間部ミッドフット領域、外側層中足骨領域、外側層側方部拇指球領域、外側層
中間部拇指球領域、及び外側層トー領域を備え、前記外側層中足骨領域が、外側層側方部
中足骨領域及び外側層中間部中足骨領域を含み、前記外側層が、外側層側方部側領域及び
外側層中間部側領域を有し、前記外側層側方部側領域が、前記外側層側方部ミッドフット
領域、前記外側層側方部中足骨領域、及び前記外側層側方部拇指球領域を含み、前記外側
層中間部側領域が、前記外側層中間部ミッドフット領域、前記外側層中間部中足骨領域、
及び前記外側層中間部拇指球領域を含み、前記外側層が革製であり、前記外側層が複数の
貫通穴を含み、前記複数の穴の各々が、穴の長さ及び穴の幅を有し、前記穴の幅が、前記
靴の長手方向に延び、前記靴の前記長手方向が、概して、前記ソールヒール端部表面に向
かうとともに、前記ソールトー端部表面から離れるように延びる方向であり、前記穴の長
さが、前記靴の前記長手方向に対してほぼ垂直な方向に延びており、前記穴の長さが、前
記穴の幅よりも長い、前記アッパーと、を備えた前記靴。
【請求項２７】
　前記複数の穴が、前記外側層中足骨領域にある、請求項２６に記載の靴。
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【請求項２８】
　前記外側層中足骨領域の前記複数の穴が、少なくとも７５個の穴を含んでいる、請求項
２７に記載の靴。
【請求項２９】
　前記外側層中足骨領域の前記複数の穴が、複数の行及び複数の列を含むパターンを成し
ている、請求項２８に記載の靴。
【請求項３０】
　前記外側層中足骨領域の前記複数の穴が、少なくとも１００個の穴を含んでいる、請求
項２７に記載の靴。
【請求項３１】
　靴であって、
　ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソールヒール端部表面、
及びソールトー端部表面を備えているソールであって、前記ソール底部表面が、前記ソー
ル側方部側表面から前記ソール中間部側表面に横断方向に延び、前記ソール側方部側表面
及び前記ソール中間部側表面が、前記ソール底部表面から上方に延び、前記ソールが、前
記ソールヒール端部表面から前記ソールトー端部表面に長手方向前方に延びるとともに、
前記ソールトー端部表面から前記ソールヒール端部表面に長手方向後方に延び、前記ソー
ルが、ソールヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領
域、及びソールトー領域を含み、前記ソールヒール領域が、前記ソールヒール端部表面か
ら前記ソールミッドフット領域に長手方向に延び、前記ソールミッドフット領域が、前記
ソールヒール領域から前記ソール中足骨領域に長手方向に延び、前記ソール中足骨領域が
、前記ソールミッドフット領域から前記ソール拇指球領域に延び、前記ソール拇指球領域
が、前記ソール中足骨領域から前記ソールトー領域に長手方向に延び、前記ソールトー領
域が、前記ソール拇指球領域から前記ソールトー端部表面に長手方向に延び、前記ソール
拇指球領域が、ソール中間部拇指球領域及びソール側方部拇指球領域を含んでいる、前記
ソールと、
　機能可能に前記ソールに固定されているアッパーであって、前記アッパーが、一体の一
片の革製の構成のアッパー外側層を備え、前記アッパー外側層が、外側層ヒール領域、外
側層側方部ミッドフット領域、外側層中間部ミッドフット領域、外側層中足骨領域、外側
層側方部拇指球領域、外側層中間部拇指球領域、及び外側層トー領域を備え、前記外側層
中足骨領域が、外側層側方部中足骨領域及び外側層中間部中足骨領域を含み、前記外側層
が、外側層側方部側領域及び外側層中間部側領域を有し、前記外側層側方部側領域が、前
記外側層側方部ミッドフット領域、前記外側層側方部中足骨領域、及び前記外側層側方部
拇指球領域を含み、前記外側層中間部側領域が、前記外側層中間部ミッドフット領域、前
記外側層中間部中足骨領域、及び前記外側層中間部拇指球領域を含み、前記外側層が第１
のエリア及び第２のエリアを備え、前記第２のエリアが前記第１のエリアから長手方向後
方に延び、前記第１のエリアが後方の境界を有し、前記第２のエリアが前方の境界を有し
、前記第１のエリアの前記後方の境界と前記第２のエリアの前記前方の境界とが、互いに
一致するとともに同一の広がりを持ち、前記第１のエリアと前記第２のエリアとの間の境
界線を規定し、前記外側層が、貫通穴の複数の列を含み、前記複数の列の各々が、前記前
方の境界線から後方に延びるとともに、複数の貫通穴を含み、前記複数の列の各列が、前
記各列の他の穴すべての長手方向前方のもっとも前方の穴を含んでおり、前記複数の列の
各列のもっとも前方の穴の各々が、前記第２のエリアの前記前方の境界にあり、前記もっ
とも前方の穴が組合せで、翼端形状の境界線を規定し、前記境界線が、中間部境界線及び
側方部境界線を有し、前記中間部境界線が、少なくとも前記アッパー中間部中足骨領域か
ら前記アッパートー領域に前方に延びる中間部側部分と、前記アッパートー領域から後方
に延びる中心部分とを有する翼形状に湾曲した線を備えており、前記側方部境界線が、少
なくとも前記アッパー側方部中足骨領域から前記アッパートー領域に前方に延びる側方部
側部分と、前記アッパートー領域から後方に延びる中心部分とを有する翼形状に湾曲した
線を備えており、前記中間部境界線の前記後方に延びる中心部分が、前記側方部境界線の
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前記後方に延びる中心部分に向かって集まる、前記アッパーと、を備えた前記靴。
【請求項３２】
　前記第１のエリアが、前記第１のエリアの前記後方の境界の近位において貫通穴を有し
ていない、請求項３１に記載の靴。
【請求項３３】
　前記第１のエリアが貫通穴を有していない、請求項３１に記載の靴。
【請求項３４】
　前記中間部境界線と前記側方部境界線とが、後方を指す頂点において交わる、請求項３
１に記載の靴。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
関連出願の相互参照
　本出願は、２０１６年１０月４日に出願された米国特許出願第１５／２８４，７８０号
、及び２０１６年１月２５日に出願された米国特許出願第１５／００５，１１３号の利益
を主張する。これらはいずれも、その全体が参照により本明細書中に組み込まれる。米国
特許出願第１５／２８４，７８０号は、米国特許出願第１５／００５，１１３号の継続出
願である。
【背景技術】
【０００２】
　本発明は、柔軟性の向上に関する特徴を有する靴に関する。
【０００３】
発明の概要
　本発明の一態様は、ソールと、機能可能にソールに固定されているアッパーと、ウェル
トとを備えた靴である。ソールは、ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部
側表面、ソールヒール端部表面、及びソールトー端部表面を備えている。ソール底部表面
は、ソール側方部側表面からソール中間部側表面に横断方向に延びている。ソール側方部
側表面及びソール中間部側表面は、ソール底部表面から上方に延びている。ソールは、ソ
ールヒール端部表面からソールトー端部表面に長手方向に延びている。ソールは、ソール
ヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及びソー
ルトー領域を含んでいる。ソールヒール領域は、ソールヒール端部表面からソールミッド
フット領域に長手方向に延びている。ソールミッドフット領域は、ソールヒール領域から
ソール中足骨領域に長手方向に延びている。ソール中足骨領域は、ソールミッドフット領
域からソール拇指球領域に延びている。ソール拇指球領域は、ソール中足骨領域からソー
ルトー領域に長手方向に延びている。ソールトー領域は、ソール拇指球領域からソールト
ー端部表面に長手方向に延びている。ソール拇指球領域は、ソール中間部拇指球領域及び
ソール側方部拇指球領域を含んでいる。アッパーは、アッパーヒール領域、アッパー側方
部ミッドフット領域、アッパー中間部ミッドフット領域、アッパー中足骨領域、アッパー
側方部拇指球領域、アッパー中間部拇指球領域、及びアッパートー領域を備えている。ア
ッパー中足骨領域は、アッパー側方部中足骨領域及びアッパー中間部中足骨領域を含んで
いる。アッパーは、アッパー側方部側領域、アッパー中間部側領域を含んでいる。アッパ
ー側方部側領域は、アッパー側方部ミッドフット領域、アッパー側方部中足骨領域、及び
アッパー側方部拇指球領域を含んでいる。アッパー中間部側領域は、アッパー中間部ミッ
ドフット領域、アッパー中間部中足骨領域、及びアッパー中間部拇指球領域を含んでいる
。ソールとアッパーとは、集合的にシームを規定している。シームは、シームヒール領域
、シーム側方部ミッドフット領域、シーム側方部中足骨領域、シーム側方部拇指球領域、
シームトー領域、シーム中間部拇指球領域、シーム中間部中足骨領域、及びシーム中間部
ミッドフット領域を有している。シームヒール領域は、シーム中間部ミッドフット領域か
らシーム側方部ミッドフット領域に延びている。シーム側方部ミッドフット領域は、シー
ムヒール領域からシーム側方部中足骨領域に延びている。シーム側方部中足骨領域は、シ
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ームミッドフット領域からシーム側方部拇指球領域に延びている。シーム側方部拇指球領
域は、シーム側方部中足骨領域からシームトー領域に延びている。シームトー領域は、シ
ーム側方部拇指球領域からシーム中間部拇指球領域に延びている。シーム中間部拇指球領
域は、シームトー領域からシーム中間部中足骨領域に延びている。シーム中間部中足骨領
域は、シーム中間部拇指球領域からシーム中間部ミッドフット領域に延びている。シーム
中間部ミッドフット領域は、シーム中間部中足骨領域からシームヒール領域に延びている
。ウェルトは、ソールから分離しているとともに、アッパーから分離している少なくとも
１つのピースを備えている。ウェルトは、ソールとアッパーとの少なくとも１つに固定さ
れている。ウェルトは、シーム側方部側領域の少なくとも一部と、シーム中間部側領域の
少なくとも一部とをカバーしている。ソールは、ソール底部表面内の第１の複数の屈曲性
の溝を含んでいる。第１の複数の屈曲性の溝はソール中間部側表面から側方部側表面に向
かって、横断方向に延びている。ウェルトは、第１の複数のウェルトスリットを含んでい
る。第１の複数のウェルトスリットの少なくともいくつかのウェルトスリットは、第１の
複数の屈曲性の溝の少なくともいくつかの屈曲性の溝と隣接している。
【０００４】
　本発明の別の態様は、ソールと、機能可能にソールに固定されているアッパーと、ウェ
ルトとを備えた靴である。ソールは、ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間
部側表面、ソールヒール端部表面、及びソールトー端部表面を備えている。ソール底部表
面は、ソール側方部側表面からソール中間部側表面に横断方向に延びている。ソール側方
部側表面及びソール中間部側表面は、ソール底部表面から上方に延びている。ソールは、
ソールヒール端部表面からソールトー端部表面に長手方向に延びている。ソールは、ソー
ルヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及びソ
ールトー領域を含んでいる。ソールヒール領域は、ソールヒール端部表面からソールミッ
ドフット領域に長手方向に延びている。ソールミッドフット領域は、ソールヒール領域か
らソール中足骨領域に長手方向に延びている。ソール中足骨領域は、ソールミッドフット
領域からソール拇指球領域に延びている。ソール拇指球領域は、ソール中足骨領域からソ
ールトー領域に長手方向に延びている。ソールトー領域は、ソール拇指球領域からソール
トー端部表面に長手方向に延びている。ソール拇指球領域は、ソール中間部拇指球領域及
びソール側方部拇指球領域を含んでいる。アッパーは、アッパーヒール領域、アッパー側
方部ミッドフット領域、アッパー中間部ミッドフット領域、アッパー中足骨領域、アッパ
ー側方部拇指球領域、アッパー中間部拇指球領域、及びアッパートー領域を備えている。
アッパー中足骨領域は、アッパー側方部中足骨領域及びアッパー中間部中足骨領域を含ん
でいる。アッパーは、アッパー側方部側領域及びアッパー中間部側領域を有している。ア
ッパー側方部側領域は、アッパー側方部ミッドフット領域、アッパー側方部中足骨領域、
及びアッパー側方部拇指球領域を含んでいる。アッパー中間部側領域は、アッパー中間部
ミッドフット領域、アッパー中間部中足骨領域、及びアッパー中間部拇指球領域を含んで
いる。ソールとアッパーとは、集合的にシームを規定している。シームは、シームヒール
領域、シーム側方部ミッドフット領域、シーム側方部中足骨領域、シーム側方部拇指球領
域、シームトー領域、シーム中間部拇指球領域、シーム中間部中足骨領域、及びシーム中
間部ミッドフット領域を有している。シームヒール領域は、シーム中間部ミッドフット領
域からシーム側方部ミッドフット領域に延びている。シーム側方部ミッドフット領域は、
シームヒール領域からシーム側方部中足骨領域に延びている。シーム側方部中足骨領域は
、シームミッドフット領域からシーム側方部拇指球領域に延びている。シーム側方部拇指
球領域は、シーム側方部中足骨領域からシームトー領域に延びている。シームトー領域は
、シーム側方部拇指球領域からシーム中間部拇指球領域に延びている。シーム中間部拇指
球領域は、シームトー領域からシーム中間部中足骨領域に延びている。シーム中間部中足
骨領域は、シーム中間部拇指球領域からシーム中間部ミッドフット領域に延びている。シ
ーム中間部ミッドフット領域は、シーム中間部中足骨領域からシームヒール領域に延びて
いる。ウェルトは、ウェルトヒール領域、ウェルト側方部ミッドフット領域、ウェルト側
方部中足骨領域、ウェルト側方部拇指球領域、ウェルトトー領域、ウェルト中間部拇指球
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領域、ウェルト中間部中足骨領域、及びウェルト中間部ミッドフット領域を有している。
ウェルトヒール領域は、ウェルト中間部ミッドフット領域からウェルト側方部ミッドフッ
ト領域に延びるとともに、シームヒール領域をカバーしている。ウェルト側方部ミッドフ
ット領域は、ウェルトヒール領域からウェルト側方部中足骨領域に延びるとともに、シー
ム側方部ミッドフット領域をカバーしている。ウェルト側方部中足骨領域は、ウェルト側
方部ミッドフット領域からウェルト側方部拇指球領域に延びるとともに、シーム側方部中
足骨領域をカバーしている。ウェルト側方部拇指球領域は、ウェルト側方部中足骨領域か
らウェルトトー領域に延びるとともに、シーム側方部拇指球領域をカバーしている。ウェ
ルトトー領域は、ウェルト側方部拇指球領域からウェルト中間部拇指球領域に延びるとと
もに、シームトー領域をカバーしている。ウェルト中間部拇指球領域は、ウェルトトー領
域からウェルト中間部中足骨領域に延びるとともに、シーム中間部拇指球領域をカバーし
ている。ウェルト中間部中足骨領域は、ウェルト中間部拇指球領域からウェルト中間部ミ
ッドフット領域に延びるとともに、シーム中間部中足骨領域をカバーしている。ウェルト
中間部ミッドフット領域は、ウェルト中間部中足骨領域からウェルトヒール領域に延びる
とともに、シーム中間部ミッドフット領域をカバーしている。ウェルトは、ウェルト頂部
表面、ウェルト底部表面、ウェルト頂部表面からウェルト底部表面に向かって延びる第１
の複数のウェルトスリット、及び、ウェルト頂部表面からウェルト底部表面に向かって延
びる第２の複数のウェルトスリットを含んでいる。第１の複数のウェルトスリットのウェ
ルトスリットの少なくともいくつかは、ウェルト中間部拇指球領域にある。第２の複数の
ウェルトスリットのウェルトスリットの少なくともいくつかは、ウェルト側方部拇指球領
域にある。
【０００５】
　本発明の別の態様は、ソールと、機能可能にソールに固定されているアッパーとを備え
た靴である。ソールは、ソール底部表面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソ
ールヒール端部表面、及びソールトー端部表面を備えている。ソール底部表面は、ソール
側方部側表面からソール中間部側表面に横断方向に延びている。ソール側方部側表面及び
ソール中間部側表面は、ソール底部表面から上方に延びている。ソールは、ソールヒール
端部表面からソールトー端部表面に長手方向に延びている。ソールは、ソールヒール領域
、ソールミッドフット領域、ソール中足骨領域、ソール拇指球領域、及びソールトー領域
を含んでいる。ソールヒール領域は、ソールヒール端部表面からソールミッドフット領域
に長手方向に延びている。ソールミッドフット領域は、ソールヒール領域からソール中足
骨領域に長手方向に延びている。ソール中足骨領域は、ソールミッドフット領域からソー
ル拇指球領域に延びている。ソール拇指球領域は、ソール中足骨領域からソールトー領域
に長手方向に延びている。ソールトー領域は、ソール拇指球領域からソールトー端部表面
に長手方向に延びている。ソール拇指球領域は、ソール中間部拇指球領域及びソール側方
部拇指球領域を含んでいる。アッパーはアッパー外側層を備えている。アッパー外側層は
、外側層ヒール領域、外側層側方部ミッドフット領域、外側層中間部ミッドフット領域、
外側層中足骨領域、外側層側方部拇指球領域、外側層中間部拇指球領域、及び外側層トー
領域を備えている。外側層中足骨領域は、外側層側方部中足骨領域及び外側層中間部中足
骨領域を含んでいる。外側層は、外側層側方部側領域及び外側層中間部側領域を含んでい
る。外側層側方部側領域は、外側層側方部ミッドフット領域、外側層側方部中足骨領域、
及び外側層側方部拇指球領域を含んでいる。外側層中間部側領域は、外側層中間部ミッド
フット領域、外側層中間部中足骨領域、及び外側層中間部拇指球領域を含んでいる。外側
層は革製である。外側層は、複数の貫通穴を含んでいる。複数の穴の各穴は、穴の長さ及
び穴の幅を有している。穴の幅は、靴の長手方向に延びている。靴の長手方向は、概して
、ソールヒール端部表面に向かうとともに、ソールトー端部表面から離れるように延びる
方向である。穴の長さは、靴の長手方向に対してほぼ垂直な方向に延びている。穴の長さ
は、穴の幅よりも長い。
【０００６】
　本発明の別の態様は、ソールとアッパーとを備えた靴である。ソールは、ソール底部表
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面、ソール側方部側表面、ソール中間部側表面、ソールヒール端部表面、及びソールトー
端部表面を備えている。ソール底部表面は、ソール側方部側表面からソール中間部側表面
に横断方向に延びている。ソール側方部側表面及びソール中間部側表面は、ソール底部表
面から上方に延びている。ソールは、ソールヒール端部表面からソールトー端部表面に長
手方向前方に延びるとともに、ソールトー端部表面からソールヒール端部表面に長手方向
後方に延びている。ソールは、ソールヒール領域、ソールミッドフット領域、ソール中足
骨領域、ソール拇指球領域、及びソールトー領域を含んでいる。ソールヒール領域は、ソ
ールヒール端部表面からソールミッドフット領域に長手方向に延びている。ソールミッド
フット領域は、ソールヒール領域からソール中足骨領域に長手方向に延びている。ソール
中足骨領域は、ソールミッドフット領域からソール拇指球領域に延びている。ソール拇指
球領域は、ソール中足骨領域からソールトー領域に長手方向に延びている。ソールトー領
域は、ソール拇指球領域からソールトー端部表面に長手方向に延びている。ソール拇指球
領域は、ソール中間部拇指球領域及びソール側方部拇指球領域を含んでいる。アッパーは
、機能可能にソールに固定されている。アッパーは、一体の一片の革製の構成のアッパー
外側層を備えている。アッパー外側層は、外側層ヒール領域、外側層側方部ミッドフット
領域、外側層中間部ミッドフット領域、外側層中足骨領域、外側層側方部拇指球領域、外
側層中間部拇指球領域、及び外側層トー領域を備えている。外側層中足骨領域は、外側層
側方部中足骨領域及び外側層中間部中足骨領域を含んでいる。外側層は、外側層側方部側
領域及び外側層中間部側領域を含んでいる。外側層側方部側領域は、外側層側方部ミッド
フット領域、外側層側方部中足骨領域、及び外側層側方部拇指球領域を含んでいる。外側
層中間部側領域は、外側層中間部ミッドフット領域、外側層中間部中足骨領域、及び外側
層中間部拇指球領域を含んでいる。外側層は、第１のエリアと第２のエリアとを備え、第
２のエリアが第１のエリアから長手方向後方に延びている。第１のエリアは、後方の境界
を有している。第２のエリアは、前方の境界を有している。第１のエリアの後方の境界と
第２のエリアの前方の境界とは、互いに一致するとともに同一の広がりを持つとともに、
第１のエリアと第２のエリアとの間の境界線を規定している。外側層は、貫通穴の複数の
列を含み、複数の列の各々が、前方の境界線から後方に延びるとともに、複数の貫通穴を
含んでいる。複数の列の各列は、各列の他の穴すべての長手方向前方のもっとも前方の穴
を含んでいる。複数の列の各列のもっとも前方の穴の各々は、第２のエリアの前方の境界
にある。もっとも前方の穴が組合せで、翼端形状の境界線を規定している。境界線は、中
間部境界線及び側方部境界線を有している。中間部境界線は、少なくともアッパー中間部
中足骨領域からアッパートー領域に前方に延びる中間部側部分と、アッパートー領域から
後方に延びる中心部分とを有する翼形状に湾曲した線を備えている。側方部境界線は、少
なくともアッパー側方部中足骨領域からアッパートー領域に前方に延びる側方部側部分と
、アッパートー領域から後方に延びる中心部分とを有する翼形状に湾曲した線を備えてい
る。中間部境界線の後方に延びる中心部分は、側方部境界線の後方に延びる中心部分に向
かって集まる。
【０００７】
　本発明のさらなる特徴及び利点、ならびに、本発明の作用は、添付図面を参照して、以
下に詳細に記載される。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る靴の実施形態の斜視図であり、この靴は、ソール、アッパー、及び
ウェルトを含んでいる。
【図２】図１に示す靴の横の側立面図である。
【図２Ａ】ウェルトがない、図２と同じ横の側立面図である。
【図３】図１に示す靴の中間の側立面図である。
【図３Ａ】ウェルトがない、図３と同じ中間の側立面図である。
【図４】図１に示す靴の底部平面図である。
【図５】アッパーの外側層を示す、図１に示す靴の頂部平面図である。
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【図６】図５に示す破線のボックスの拡大図である。
【図７】アッパーの内側層を見せるために、外側層がない、図５と同じ頂部平面図である
。
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　記載の明細書と図面とにおける参照符号は、対応するアイテムを示している。
【００１０】
　本発明に係る靴の実施形態が、図１から図７に、参照符号１０によって示されている。
靴１０は、全体として１２で示されたソールと、全体として１４で示されたアッパーと、
全体として１６で示されたウェルトとを備えている。アッパー１４は、機能可能にソール
１２に固定されている。
【００１１】
　ソール１２は、下側ソール部材１８とヒール部材２０とを備えている。下側ソール部材
１８は、下側ソール部材底部表面２２、下側ソール部材側方部側表面２４、及び下側ソー
ル部材中間部側表面２６を有している。下側ソール部材底部表面２２は、下側ソール部材
側方部側表面２４から下側ソール部材中間部側表面２６に、横断方向に延びている。下側
ソール部材側方部側表面２４と下側ソール部材中間部側表面２６とは、下側ソール部材底
部表面２２から上方に延びている。ヒール部材２０は、ヒール部材底部表面２８、ヒール
部材側方部側表面３０、及びヒール部材中間部側表面３２を有している。ヒール部材底部
表面２８は、ヒール部材側方部側表面３０からヒール部材中間部側表面３２に、横断方向
に延びている。ヒール部材側方部側表面３０とヒール部材中間部側表面３２とは、ヒール
部材底部表面２８から上方に延びている。集合的に、下側ソール部材底部表面２２とヒー
ル部材底部表面２８とがソール底部表面３４を構成し、下側ソール部材側方部側表面２４
とヒール部材側方部側表面３０とがソール側方部側表面３６を構成し、下側ソール部材中
間部側表面２６とヒール部材中間部側表面３２とがソール中間部側表面３８を構成する。
【００１２】
　ソール１２は、ソールヒール端部表面４２と、ソールトー端部表面４０とを含んでいる
。ソール１２は、ソールヒール端部表面４２からソールトー端部表面４０に長手方向に延
びている。ソール１２は、ソールヒール領域４４、ソールミッドフット領域４６、ソール
中足骨領域４８、ソール拇指球領域５０、及びソールトー領域５２をさらに含んでいる。
ソールヒール領域４４は、ソールヒール端部表面４２からソールミッドフット領域４６に
長手方向に延びている。ソールミッドフット領域４６は、ソールヒール領域４４からソー
ル中足骨領域４８に長手方向に延びている。ソール中足骨領域４８は、ソールミッドフッ
ト領域４６からソール拇指球領域５０に延びている。ソール拇指球領域５０は、ソール中
足骨領域４８からソールトー領域５２に長手方向に延びている。ソールトー領域５２は、
ソール拇指球領域５０からソールトー端部表面４０に長手方向に延びている。ソール拇指
球領域５０は、ソール中間部拇指球領域５４及びソール側方部拇指球領域５６を含んでい
る。この実施形態の下側ソール部材１８は、革製であるか、熱可塑性のポリウレタンなど
の、他の適切な材料製である場合がある。この実施形態のヒール部材２０は、熱可塑性の
ポリウレタン製であるか、他の適切な材料製である場合がある。この実施形態では、ヒー
ル部材２０は、下側ソール部材１８とは別体である。別の実施形態では、ヒール部材と下
側ソール部材とは、合わさった、単一の一体の部材である。
【００１３】
　アッパー１４は、アッパーヒール領域５８、アッパー側方部ミッドフット領域６０、ア
ッパー中間部ミッドフット領域６２、アッパー中足骨領域６４、アッパー側方部拇指球領
域６６、アッパー中間部拇指球領域６８、及びアッパートー領域７０を備えている。アッ
パー中足骨領域６４は、アッパー側方部中足骨領域７２及びアッパー中間部中足骨領域７
４を含んでいる。アッパー１４は、アッパー側方部側領域７６及びアッパー中間部側領域
７８を含んでいる。アッパー側方部側領域７６は、アッパー側方部ミッドフット領域６０
、アッパー側方部中足骨領域７２、及びアッパー側方部拇指球領域６６を含んでいる。ア
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ッパー中間部側領域７８は、アッパー中間部ミッドフット領域６２、アッパー中間部中足
骨領域７４、及びアッパー中間部拇指球領域６８を含んでいる。アッパー１４は、アッパ
ー外側層８０（図５）、及び、アッパー内側層８２（図７）を備えている。
【００１４】
　アッパー外側層８０は、外側層ヒール領域８４、外側層側方部ミッドフット領域８６、
外側層中間部ミッドフット領域８８、外側層中足骨領域９０、外側層側方部拇指球領域９
２、外側層中間部拇指球領域９４、及び外側層トー領域９６を備えている。外側層中足骨
領域９０は、外側層側方部中足骨領域９８及び外側層中間部中足骨領域１００を含んでい
る。アッパー外側層８０は、外側層側方部側領域１０２及び外側層中間部側領域１０４を
含んでいる。外側層側方部側領域１０２は、外側層側方部ミッドフット領域８６、外側層
側方部中足骨領域９０、及び外側層側方部拇指球領域９２を含んでいる。外側層中間部側
領域１０４は、外側層中間部ミッドフット領域８８、外側層中間部中足骨領域１００、及
び外側層中間部拇指球領域９４を含んでいる。この実施形態のアッパー外側層８０は革製
である。しかし、アッパー外側層８０は、他の材料によるものとすることができる。
【００１５】
　アッパー外側層８０は、複数の貫通穴１０６を含んでいる。この穴は、プログラム可能
なレーザを用いるか、他の慣習的な切除方法により、的確なパターンで穴１０６を形成す
るように、アッパー外側層に形成され得る。複数の穴１０６の各穴は、穴の長さＰＬ及び
穴の幅ＰＷを有している。穴の幅ＰＷは、靴１０の長手方向に延びている。靴１０の長手
方向は、概して、ソールヒール端部表面４２に向かうとともに、ソールトー端部表面４０
から離れるように延びる方向である。本明細書で使用される「長手方向」が動作の向きに
対する参照であることから、靴１０の長手方向が、用語の意味を変更することなく、概し
て、ソールヒール端部表面４２から離れるとともにソールトー端部表面４０に向かって延
びる方向として代替的に述べられ得ることを理解されたい。穴の長さＰＬは、靴１０の長
手方向に対してほぼ垂直な方向に延びている。穴の長さＰＬは、穴の幅ＰＷよりも長い。
この実施形態では、穴の長さＰＬは、穴の幅ＰＷの少なくとも２倍の長さである。複数の
穴１０６の各穴は、複数の穴の別の穴から距離Ｄ１だけ離間している。本実施形態では、
距離Ｄ１は、複数の穴の前述の別の穴の長さＰＬの２倍未満であり、より詳細には、複数
の穴の前述の別の穴の長さＰＬ未満である。図６にもっともよく示されているように、各
穴１０６は、ダイヤモンド形状である。しかし、代替的実施形態では、穴は、矩形または
卵型などの異なる形状である場合がある。複数の穴１０６の少なくともいくつかは、外側
層中足骨領域９０にある。外側層中足骨領域９０の複数の穴１０６は、少なくとも１００
個の穴を備えている。このことは、外側層中足骨領域９０が必然的に、少なくとも７５個
の穴を備えていることをも意味している。外側層中足骨領域９０の複数の穴１０６は、複
数の行１０８と複数の列１１０とを含むパターンを成している。この実施形態では、複数
の行１０８は、概して互いに対して平行であり、第１の斜め方向に延びており、複数の列
１１０は、概して互いに対して平行であり、第１の斜め方向とは異なる第２の斜め方向に
延びている。本発明の別の実施形態では、複数の行は、靴１０の長手方向に対して垂直な
方向に横断するように延びることができ、複数の列は、靴１０の長手方向に延びることが
できることを理解されたい。
【００１６】
　靴１０が、本明細書に記載の特性を満たす複数の穴を含んでいるが、靴１０のすべての
穴が、必ずしもこの特性を満たす必要はないことを理解されたい。たとえば、図面で明ら
かなように、靴１０のいくつかの隣接する穴の間の間隔は、複数の穴を考慮する上述した
ものよりもかなり大きくなる。穴のサイズは、靴全体で変化する場合があることをも理解
されたい。図２及び図３に示すように、穴のサイズ（たとえば、寸法または面積）は、概
して、外側層中足骨領域９０から外側層ヒール領域８４へと減少する。換言すると、外側
層中足骨領域９０の穴の平均（中間）のサイズは、外側層側方部ミッドフット領域８６及
び外側層中間部ミッドフット領域８８の穴の平均のサイズよりも大きい。外側層側方部ミ
ッドフット領域８６及び外側層中間部ミッドフット領域８８の穴の平均のサイズは、外側
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層ヒール領域８４の穴の平均のサイズよりも大きい。図２及び図３に示すように、隣接す
る穴の間の間隔が、この実施形態の靴１０で変化するが、隣接する各穴の中心から中心ま
での間隔（すなわち、１つの穴の中心から、隣接する穴の中心までの距離）は、靴全体で
ほぼ同じである。アッパー外側層８０の穴のサイズ及び／または間隔が異なることから、
外側層中足骨領域９０、及び、外側層拇指球領域９２、９４は、外側層側方部ミッドフッ
ト領域８６及び外側層中間部ミッドフット領域８８よりも柔軟であるとともに通気性が高
い。外側層側方部ミッドフット領域８６及び外側層中間部ミッドフット領域８８は、外側
層ヒール領域８４及び外側層トー領域９６よりも柔軟であるとともに通気性が高い。
【００１７】
　図７に示すように、アッパー内側層８２は、内側層中足骨領域１１２、内側層側方部拇
指球領域１１４、内側層中間部拇指球領域１１６、及び内側層トー領域１１８を備えてい
る。内側層中足骨領域１１２は、内側層側方部中足骨領域１２０及び内側層中間部中足骨
領域１２２を含んでいる。アッパー内側層８２は、内側層側方部側領域１２４及び内側層
中間部側領域１２６を有している。アッパー外側層８０は、アッパー内側層８２の上に重
なっており、それにより、アッパー内側層８２が、アッパー外側層の複数の穴１０６の少
なくともいくつかを通して可視であるようになっている。本発明の一実施形態では、アッ
パー内側層８２は、外側層中足骨領域９０の複数の穴１０６の少なくともいくつかに隣接
するアッパー外側層８０には取り付けられておらず、アッパー内側層８２がこの位置にお
いて、アッパー外側層８０とは独立して移動することが可能である。アッパー内側層８２
は、テキスタイル材料である場合がある。本発明の一実施形態では、アッパー内側層８２
は、吸湿性織物によるものである。穴に関し、吸湿性織物は、靴１０に通気性を提供する
ことを補助することができる。吸湿性織物は、スパンデックスを含む場合がある。アッパ
ー内側層８２は、代替的テキスタイル材料とすることができることを理解されたい。
【００１８】
　図２Ａ及び図３Ａに示すように、ソール１２及びアッパー１４は、共同してシーム１２
８を確定する。シーム１２８は、シームヒール領域１３０、シーム側方部ミッドフット領
域１３２、シーム側方部中足骨領域１３４、シーム側方部拇指球領域１３６、シームトー
領域１３８、シーム中間部拇指球領域１４０、シーム中間部中足骨領域１４２、及びシー
ム中間部ミッドフット領域１４４を有している。シーム領域の各々は、集合的に、ソール
１２及びアッパー１４の対応する領域によって確定されている。シームヒール領域１３０
は、シーム中間部ミッドフット領域１４４からシーム側方部ミッドフット領域１３２に延
びている。シーム側方部ミッドフット領域１３２は、シームヒール領域１３０からシーム
側方部中足骨領域１３４に延びている。シーム側方部中足骨領域１３４は、シーム側方部
ミッドフット領域１３２からシーム側方部拇指球領域１３６に延びている。シーム側方部
拇指球領域１３６は、シーム側方部中足骨領域１３４からシームトー領域１３８に延びて
いる。シームトー領域１３８は、シーム側方部拇指球領域１３６からシーム中間部拇指球
領域１４０に延びている。シーム中間部拇指球領域１４０は、シームトー領域１３８から
シーム中間部中足骨領域１４２に延びている。シーム中間部中足骨領域１４２は、シーム
中間部拇指球領域１４０からシーム中間部ミッドフット領域１４４に延びている。シーム
中間部ミッドフット領域１４４は、シーム中間部中足骨領域１４２からシームヒール領域
１３０に延びている。
【００１９】
　図１、図２、図４、及び図５に示すように、ウェルト１６は、ソール１２から分離して
いるとともに、アッパー１４から分離している、少なくとも１つのピースを備えている。
ウェルト１６は、ソール１２とアッパー１４との少なくとも一方に固定された、単一の一
片の部材を構成している。ウェルト１６は、ウェルトヒール領域１４６、ウェルト側方部
ミッドフット領域１４８、ウェルト側方部中足骨領域１５０、ウェルト側方部拇指球領域
１５２、ウェルトトー領域１５４、ウェルト中間部拇指球領域１５６、ウェルト中間部中
足骨領域１５８、及びウェルト中間部ミッドフット領域１６０を有している。ウェルトヒ
ール領域１４６は、ウェルト中間部ミッドフット領域１６０からウェルト側方部ミッドフ
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ット領域１４８に延びるとともに、シームヒール領域１３０をカバーしている。ウェルト
側方部ミッドフット領域１４８は、ウェルトヒール領域１４６からウェルト側方部中足骨
領域１５０に延びるとともに、シーム側方部ミッドフット領域１３２をカバーしている。
ウェルト側方部中足骨領域１５０は、ウェルト側方部ミッドフット領域１４８からウェル
ト側方部拇指球領域１５２に延びるとともに、シーム側方部中足骨領域１３４をカバーし
ている。ウェルト側方部拇指球領域１５２は、ウェルト側方部中足骨領域１５０からウェ
ルトトー領域１５４に延びるとともに、シーム側方部拇指球領域１３６をカバーしている
。ウェルトトー領域１５４は、ウェルト側方部拇指球領域１５２からウェルト中間部拇指
球領域１５６に延びるとともに、シームトー領域１３８をカバーしている。ウェルト中間
部拇指球領域１５６は、ウェルトトー領域１５４からウェルト中間部中足骨領域１５８に
延びるとともに、シーム中間部拇指球領域１４０をカバーしている。ウェルト中間部中足
骨領域１５８は、ウェルト中間部拇指球領域１５６からウェルト中間部ミッドフット領域
１６０に延びるとともに、シーム中間部中足骨領域１４２をカバーしている。ウェルト中
間部ミッドフット領域１６０は、ウェルト中間部中足骨領域１５８からウェルトヒール領
域１４６に延びるとともに、シーム中間部ミッドフット領域１４４をカバーしている。
【００２０】
　ウェルト１６は、革製であり、ウェルト頂部表面１６２、ウェルト底部表面１６４、第
１の複数のウェルトスリット１６６、及び第２の複数のウェルトスリット１６８を含んで
いる。本発明のいくつかの実施形態では、ウェルトは、革とは異なる材料とすることがで
きることを理解されたい。第１の複数のウェルトスリット１６６及び第２の複数のウェル
トスリット１６８は、ウェルト頂部表面１６２からウェルト底部表面１６４に延びている
。ウェルトスリット１６６、１６８は、プログラム可能なレーザを用いるか、いくつかの
他の慣習的な切除プロセスを用いて形成され得る。第１の複数のウェルトスリット１６６
の少なくともいくつかのウェルトスリットは、ウェルト中間部拇指球領域１５６にあり、
第２の複数のウェルトスリット１６８の少なくともいくつかのウェルトスリットは、ウェ
ルト側方部拇指球領域１５２にある。この実施形態では、第１の複数のウェルトスリット
１６６は、ウェルト中間部拇指球領域１５６及びウェルト中間部中足骨領域１５８のみに
あり、第２の複数のウェルトスリット１６８は、ウェルト側方部拇指球領域１５２及びウ
ェルト側方部中足骨領域１５０のみにある。ウェルトヒール領域１４６、ウェルト側方部
ミッドフット領域１４８、ウェルト中間部ミッドフット領域１６０、及びウェルトトー領
域１５４には、ウェルトスリットがない。本発明の一実施形態では、ウェルト頂部表面１
６２には、第１の複数のウェルトスリット１６６及び第２の複数のウェルトスリット１６
８に隣接した縫い目がない。本発明の代替的実施形態では、ウェルト頂部表面１６２には
、ウェルトヒール領域１４６、ウェルト側方部ミッドフット領域１４８、ウェルト側方部
中足骨領域１５０、ウェルト側方部拇指球領域１５２、ウェルトトー領域１５４、ウェル
ト中間部拇指球領域１５６、ウェルト中間部中足骨領域１５８、及びウェルト中間部ミッ
ドフット領域１６０に縫い目がない。本発明のさらに別の代替的実施形態では、ウェルト
１６にはいずれの可視の縫い目もない。
【００２１】
　図４を参照すると、ソール１２は、ソール底部表面３４に、第１の複数の屈曲性の溝１
７０、第２の複数の屈曲性の溝１７２、第３の複数の屈曲性の溝１７４、及び長手方向の
屈曲性の溝１７６を含んでいる。ソール１２が革製である、本発明の実施形態では、ソー
ル底部表面に圧力を適用するように加熱されたプレスを使用することにより、様々な屈曲
性の溝をソール底部表面３４に形成することができる。第１の複数の屈曲性の溝１７０は
、ソール中間部側表面３８からソール側方部側表面３６に向かって、横断方向に延びてい
る。第１の複数の屈曲性の溝１７０の少なくともいくつかは、ソール中間部拇指球領域５
４にある。第２の複数の屈曲性の溝１７２は、ソール側方部側表面３６からソール中間部
側表面３８に向かって横断方向に延びている。第２の複数の屈曲性の溝１７２の少なくと
もいくつかは、ソール側方部拇指球領域５６にある。第１の複数の屈曲性の溝１７０の各
々は、第２の複数の屈曲性の溝１７２と整列するとともに、そこから横断方向に離間して
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３８との間に横断方向に延びている。第３の複数の屈曲性の溝１７４の各々は、ソール中
間部側表面３８から横断方向に離間しているとともに、ソール側方部側表面３６から横断
方向に離間している。第１の複数の屈曲性の溝１７０、及び、第２の複数の屈曲性の溝１
７２の各々は、長手方向において、第３の複数の屈曲性の溝１７４の隣接する各対間にあ
る。長手方向の屈曲性の溝１７６は、ソールヒール端部表面４２とソールトー端部表面４
０との間に長手方向に延びている。第１の複数の屈曲性の溝１７０、及び、第２の複数の
屈曲性の溝１７２は、長手方向の屈曲性の溝１７６から横断方向に離間している。長手方
向の屈曲性の溝１７６は、第３の複数の屈曲性の溝の各々と交差している。
【００２２】
　図２及び図３に示すように、第１の複数のウェルトスリット１６６の少なくともいくつ
かは、第１の複数の屈曲性の溝１７０の少なくともいくつかと隣接しており、第２の複数
のウェルトスリット１６８の少なくともいくつかは、第２の複数の屈曲性の溝１７２の少
なくともいくつかと隣接している。さらに、第１の複数のウェルトスリット１６６の少な
くとも１つは、第１の複数の屈曲性の溝１７０の対応する溝と整列している。集合的に、
第１の複数のウェルトスリット１６６、第２の複数のウェルトスリット１６８、第１の複
数の屈曲性の溝１７０、及び第２の複数の屈曲性の溝１７２は、アッパー中足骨領域６４
及びソール中足骨領域４８における靴１０の可撓性を増大させる。
【００２３】
　特許請求の範囲、または、本発明の例示的実施形態の上述の記載において、本発明の要
素を導入する場合、「ｃｏｍｐｒｉｓｉｎｇ（備える）」、「ｉｎｃｌｕｄｉｎｇ（含む
）」、及び「ｈａｖｉｎｇ（有する）」との用語は、オープンエンドであることが意図さ
れ、列挙されている要素以外の追加の要素が存在し得ることを意味していることを理解さ
れたい。さらに、「ｐｏｒｔｉｏｎ（部分）」との用語は、それが限定するアイテムまた
は要素のいくつかまたはすべてを意味するものと解釈されるものとする。さらに、第１、
第２、及び第３などの識別子の使用は、制約間のいずれの相対的位置または時間シークエ
ンスを課す方式では解釈されないものとする。
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